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（1）ドラッグストアでの「お手軽健康チェック」
　ツルハ岩見沢大和店の店舗の一画に，健康チェッ
クスペースを設置し，岩見沢市民を対象に，健康像
調査(アンケート)，身長・体重，血圧，自己採血，栄養
調査，握力，活動量，骨塩定量，重心動揺計，体組成
計などを設置し店頭での健康チェックを実施してい
ます。産学地域連携のもと，ドラッグストアにこれだ
けの計測項目での健康チェックは，日本で初めての
試みです。計測した結果は，2週間後にツルハ店頭に
て返却するとともに，その結果において健康に関す
る相談したいことが発生した際は，岩見沢市の保健
センターが窓口となって健康相談を行います。本プ
ロジェクトの意義ですが，岩見沢市にとっては，市民
の健康像の把握と健康意識の向上を目指していま
す。ツルハにとっては，健康ステーションとしての新し
いドラッグストアの役割の検証を行っています。私た
ち保健科学研究院としては，超高齢社会における新
しい健康情報の在り方を検討するとともに，これら
の健康情報を人工知能の技術を応用して横断的・
探索的な分析の可能性を検討する予定です。平成
28年3月11日現在，開始から1か月で354名もの市
民が参加しており，なかなか自分の健康像を知るこ
とができない高齢者を中心に出足も順調です。平成
28年度は，口腔保健と認知症の調査を追加し，積雪
期間の運動不足解消のためのサービス構築を開始
したいと考えています。

（2）地デジとインターネットによる高齢者見守り支援
　超高齢社会において，一人暮らしの高齢者の見守
りは今後，ますます重要な課題となるでしょう。この課
題に対して，テレビ朝日とHTB(北海道放送)の協力の
もと，岩見沢市の高齢者を対象に，地上デジタル放送
とインターネットを活用した見守りシステムに挑戦し

ています。インターネットに接続したテレビにてHTB
の番組を視聴すると，デジタル放送メニューに健康情
報や当番医など岩見沢市からのお知らせが掲載され
ます。同時に，HTBの番組を見ていることが岩見沢市
のサーバに登録され，2日間，テレビを視聴されない
場合，地区の民生委員に見守りを依頼するものです。
来年度以降，参加者の拡大と必要な機能を検討する
とともに，この地デジとインターネットの仕組みを「食
育」などに展開したいと考えています。

　日本が直面している「少子・超高齢社会」は，日本
だけではなくアジア諸国での問題になりつつありま
す。今後ますます，保健科学の役割はますます大きく
なっていくものと思います。北大COI，特に「健康コ
ミュニティ」は,北大保健科学研究院が核となり「産」

「学」「地域」が単独の取組では対応が難しい健康問
題について，三者が協働することで，大きなイノベー
ションを起こしていくことができるものであると信じ
ています。どうぞ，北大COI「健康コミュニティ」にご
期待ください。
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　2015年7月3日，保健科学研究院にて第2回国際
シンポジウム（The 2nd FHS International 
Conference: Gazing into the Future of 
Health Sciences in Asia）を開催いたしました。
2013年7月に開催された第1回国際シンポジウム
に引き続き，部局間交流協定校であるインドネシア
のデポネゴロ大学／Dr.カリアディ病院および台湾
の台北医学大学（現在は大学間交流協定を締結し
ています），さらに昨年2015年6月に部局間交流協
定を締結したタイのチュラロンコン大学，同じく
2015年6月に部局間交流協定を締結した台湾の高
雄医学大学から計7名の研究者を招待しました。午
前9時より昼休みを挟み午後3時まで口頭発表があ
りました。講演者をご紹介します。デポネゴロ大学／
Dr.カリアディ病院からDr. Malia MexitaliaとDr. 
Agus t i n i  U t a r i，台北医学大学からはDr.  
Chia-Chin LinとDr. Shu-Huei Kao，高雄医学大
学からはDr. Shih-Fen HsiaoとDr. Yu-Sheng 
Yang，そしてチュラロンコン大学からDr. Anchali 
Krisanachinda，さらに本研究院から八田達夫教
授と神島保教授の9名でした。栄養学，分子生物学，
理学・作業療法学，放射線医学，看護学，健康教育，
小児科学といった保健科学に関連する広範な領域
の研究者が集まりました。
　招待講演に続き，今回初の試みとして大学院生に
よるポスター発表が行われました。台北医学大学の

大学院生による2題を含む33題のポスターが本研
究院1階の多目的室に所狭しと張り巡らされました。
プロジェクターを用いた，一人1分間の口頭によるポ
スター紹介（「ショットガン・セッション」）に続いて，
一斉にポスター発表が行われました。2時間に及ぶ
ポスターセッションは始終活気に溢れ，大学院生は
懸命に英語で自らの研究を海外からの招待研究者
に説明し，活発なディスカッションが行われました。
　大学院生が海外で開催される国際学会に参加す
る機会は限られており，本国際シンポジウムは大学
院生にとって大変貴重な機会となりました。この経
験を今後の研究活動に生かしてもらいたいと期待し
ています。午後6時からは同会場にて立食パー
ティーが開かれ，カジュアルな雰囲気の中，海外から
の招待研究者，本研究院の教員，大学院生が懇親し
ました。宴のさなか，ポスター発表の大学院生に贈
られる「Best Presentation Award」の発表があり
ました。受賞者は権池勲さん（M2），山﨑智拡さん

（D3），山村凌大さん（M2）の3名でした。
　末筆になりましたが，海外からの招待発表者，座
長および発表を引き受けていただいた保健科学研
究院の教員の方々，当日および準備にご尽力いただ
いた国際交流専門部会員および事務の方々，ご挨拶
をいただいた保健科学研究院長，そしてのべ140名
以上を数えた，シンポジウムに参加いただいた教員，
大学院生，学部生のみなさまに感謝申し上げます。
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